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卓話 「地区委員会報告」　財団人道的補助金委員会　長屋委員
Weekly No. 1535は田中（孝）委員長が担当しました。
Weekly No. 1536は田中（孝）委員長が担当の予定です。

（本日の原稿をお渡し下さい）

会長挨拶 石﨑会長

先週内容

次週 第1536回 例会予告　平成26年6月2日

卓話 「－イタリア・カンツォーネ－」
  声楽家　中西 智子 様
  （演奏者　新庄 桃子 様）
   髙木委員長ゲスト
今週の歌 「それでこそロータリー」

第1535回例会　平成26年5月26日

先週15日は、「株式会社ビケンテクノ様創立
50周年記念　宝塚大劇場貸切公演」に当クラ
ブをご招待頂きました。宝塚歌劇100周年「ベ
ルサイユのばら」宙組公演に感動いたしました。
梶山パスト会長に厚くお礼申し上げます。

本日は私の盟友（本人はどう思われている
か知りませんが……）、日本サッカー界の至宝・
釜本邦茂氏にお越しいただきました。
私と家内は、釜本宅に毎週数回お招きいた

幹事報告

音楽委員会　澁谷委員長

井伊幹事
◦次週は新現合同理事会が開催されます。関
係の理事の方はご準備して下さい。

だき、ご馳走を戴いています。いつも気さくに
お付き合いいただいていますので、今日は多
少緊張しています。
「釜本会」というものがありますが、毎年恒
例のチャリティーゴルフ、種々パーティー等々
が開催されます。いつも参加者が多く月曜日
になるため、この一年、私はロータリークラブ
会長で参加できず不義理を重ねてきました。
あとひと月半で会長職も放免になるのでお許
し願いたいと思います。
釜本邦茂様は、今年４月15日で、古稀にな
られましたが、早々に春の叙勲で「旭日中綬章」
を受章されました。先週13日に伝達式ならび
に天皇陛下への拝謁を済まされました。関係
ないことですが、私もこの7月で70歳になりま
す。卓話が控えていますので、挨拶はこれで終
わります。

まずはワールドカップ開催約1ヶ月前の登
録メンバー発表について。サッカー後進国と
言われてきた時代からめまぐるしい成長を見
せ、今や世界の強豪クラブにも在籍するまで
になった日本人選手達。そのメンバーを選考
するフロントにも大きなプレッシャーと苦悩
があったと思う。選考の中心となるザッケロー
ニ監督の方針は、３点とられても４点とって
勝つという攻撃重視の考え方である。昨今の
日本代表は決定力不足が叫ばれ続けてきた中
での監督の選考と言えるだろう。しかし、その
選考や監督としての采配にいくつかひっかか
る点がある。
ひとつは、守備面の不安が残る。この大会に
向けチーム作りをしてきたザックジャパンの
守備の中核を担って来た吉田、内田、長谷部が
ケガをしてしまったという事である。それに
より、各所属チームでの出場も無くなってし
まい、選手にとって重要な試合感が無くなっ
てしまうという事である。そのメンバーを１ヶ
月後に控えた本大会の登録メンバーに選考す
る不安がある。逆に言えば、それに代わる選手
の不在という選手層の薄さというのも心配で
ある。また、世界の強豪国と対戦するには基本
的なサイズの問題もある。大きな得点源とな

るセットプレーでは、やはりサイズやパワー
が物を言う部分もある。それに対しての不安
も否めない。サプライズと言った意味では、闘
莉王や中澤の空中戦の強さというのもあって
良かったのでは無いだろうか。

次は、主に攻撃選手のポジションの采配面
である。やはり鍵となるのは本田。海外でも結
果を残し、技術面にもフィジカル面でも定評
のある本田を中心に攻めることになるが、そ
の攻撃の中心となる本田を中盤に置くフォー
メーションにもったいなさを感じる。確かに
ボールをキープする時間が増え、パスはつな
がるが、肝心のシュートまでたどり着けるか
が問題である。逆に中盤でのパスカットはカ
ウンターを仕掛けられピンチを招いてしまう。
それよりも当り負けしない本田をよりゴール
に近いセンターフォワードに置き、前線で攻
撃の起点を作り、そこから香川や柿谷といっ
た技術のある選手が攻撃に加わり、厚みのあ
る攻撃をするべきだと思う。

世界の国々に対して日本が勝つためには、
組織力と必勝の型ではないかと思う。個々の
力ではやはりまだ世界には及んでいない。そ
の相手にゴールを守り抜くには、相手に自由
なスペースを与えず徹底したDFを組織的にす
る必要がある。それをするだけの力が日本代
表にはあり、その原動力は日本人としての協

調性が挙げられる。また強敵を相手に守備を
する場合は、自陣ゴールに向かって行く相手
を追いかけるのではなく、自陣ゴールを背にし、
相手を迎え撃つ守備をしなければならない。
点を取る為には選手の特徴を活かした日本独
自の型が大事なのだと感じる。46年前、選手
として銅メダルを獲得した当時にはそれが
あったため得点し、勝ち進む事が出来た。誰が
パスを出し、誰が点を取るのかという事を共
通理解していなければいけない。当時の試合
を見ればわかるが、技術や戦術のレベルは遥
かに上がっている。しかし、どれだけパスやド
リブルが上手くても、最終目標はあくまでも
ゴールである。そのゴールを奪う為に、誰がド
リブルで切り込み、チャンスにつながるパス
やセンタリングを出し、そしてしっかり決め
るのかという型が出来上がれば非常に怖い必
勝パターンとなる。
93年にJリーグが発足し、非常に大きく日本
サッカーは発展を遂げた。プロサッカー選手
を多く育て、経済的にも大きな成長を遂げた。
その成果を見せるためにも、またこれからの
発展のためにも、是非頑張って１勝でも多く
挙げて欲しい。

最後に一つ、日本代表の監督に日本人監督
を期待している。これだけ多くの優秀な日本
人監督がいるので、是非日本人に日本代表を
導いて欲しい。
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次年度幹事報告 本田副幹事

◦本日例会終了後、次年度クラブ協議会を開催
致します。次年度理事・委員長の方はお残り
下さい。

社会奉仕委員会 大藤委員長

①平成26年5月1日、当クラブ主催でクリーン
デーを開催しました。

参加会員
井伊幹事、堀会員、本田会員、阪本会員、
榎原会員、阿部会員、瀧川会員、宮川会員、
瀬川会員、澁谷会員、河邊会員、紙谷会員、
山岡会員、髙木会員、大藤

出席報告

●会　員　数 50名 ●来　　　客 1名
●出席会員数 42名 ●本日の出席率 93.33％
●4月14日の出席率（メーキャップを含む） 100％

澤井委員長

ゲ　ス　ト

 日本サッカー協会 顧問 釜本 邦茂 様

佐藤委員

まずはワールドカップ開催約1ヶ月前の登
録メンバー発表について。サッカー後進国と
言われてきた時代からめまぐるしい成長を見
せ、今や世界の強豪クラブにも在籍するまで
になった日本人選手達。そのメンバーを選考
するフロントにも大きなプレッシャーと苦悩
があったと思う。選考の中心となるザッケロー
ニ監督の方針は、３点とられても４点とって
勝つという攻撃重視の考え方である。昨今の
日本代表は決定力不足が叫ばれ続けてきた中
での監督の選考と言えるだろう。しかし、その
選考や監督としての采配にいくつかひっかか
る点がある。
ひとつは、守備面の不安が残る。この大会に
向けチーム作りをしてきたザックジャパンの
守備の中核を担って来た吉田、内田、長谷部が
ケガをしてしまったという事である。それに
より、各所属チームでの出場も無くなってし
まい、選手にとって重要な試合感が無くなっ
てしまうという事である。そのメンバーを１ヶ
月後に控えた本大会の登録メンバーに選考す
る不安がある。逆に言えば、それに代わる選手
の不在という選手層の薄さというのも心配で
ある。また、世界の強豪国と対戦するには基本
的なサイズの問題もある。大きな得点源とな

るセットプレーでは、やはりサイズやパワー
が物を言う部分もある。それに対しての不安
も否めない。サプライズと言った意味では、闘
莉王や中澤の空中戦の強さというのもあって
良かったのでは無いだろうか。

次は、主に攻撃選手のポジションの采配面
である。やはり鍵となるのは本田。海外でも結
果を残し、技術面にもフィジカル面でも定評
のある本田を中心に攻めることになるが、そ
の攻撃の中心となる本田を中盤に置くフォー
メーションにもったいなさを感じる。確かに
ボールをキープする時間が増え、パスはつな
がるが、肝心のシュートまでたどり着けるか
が問題である。逆に中盤でのパスカットはカ
ウンターを仕掛けられピンチを招いてしまう。
それよりも当り負けしない本田をよりゴール
に近いセンターフォワードに置き、前線で攻
撃の起点を作り、そこから香川や柿谷といっ
た技術のある選手が攻撃に加わり、厚みのあ
る攻撃をするべきだと思う。

世界の国々に対して日本が勝つためには、
組織力と必勝の型ではないかと思う。個々の
力ではやはりまだ世界には及んでいない。そ
の相手にゴールを守り抜くには、相手に自由
なスペースを与えず徹底したDFを組織的にす
る必要がある。それをするだけの力が日本代
表にはあり、その原動力は日本人としての協

山岡副委員長ロータリー財団委員会
前回5/12例会にて、梶山会員より特別寄付
を頂きました。
また本日、由上会員より特別寄付を頂きま
した。ご協力ありがとうございました。

荻田委員長米山記念奨学会委員会

本日、阿部会員より特別寄付を頂きました。
ご協力ありがとうございました。

　4月7日に大会の表彰式･懇親会が開催
されたのですが、当クラブの春の移動家
族例会日程と重なったため出席できず、
先日記録誌と最優秀選手のトロフィーが
届きましたので、この場で表彰させて頂
きます。

清水会員野球同好会

最優秀選手：阿部 吉秀 会員
最終戦績：2勝2敗　勝ち点4
　　　　　得失点差19　Ｂブロック3位

①対大阪平野RC 〇 22 対１
②対大阪城北RC ● ０ 対７（途中棄権不戦敗）
③対八尾東RC ○ ７ 対０（不戦勝）
④対大阪うつぼRC ● ７ 対９

（7年目にして八尾東RC以外のクラブに初
めて負けました･･･）

調性が挙げられる。また強敵を相手に守備を
する場合は、自陣ゴールに向かって行く相手
を追いかけるのではなく、自陣ゴールを背にし、
相手を迎え撃つ守備をしなければならない。
点を取る為には選手の特徴を活かした日本独
自の型が大事なのだと感じる。46年前、選手
として銅メダルを獲得した当時にはそれが
あったため得点し、勝ち進む事が出来た。誰が
パスを出し、誰が点を取るのかという事を共
通理解していなければいけない。当時の試合
を見ればわかるが、技術や戦術のレベルは遥
かに上がっている。しかし、どれだけパスやド
リブルが上手くても、最終目標はあくまでも
ゴールである。そのゴールを奪う為に、誰がド
リブルで切り込み、チャンスにつながるパス
やセンタリングを出し、そしてしっかり決め
るのかという型が出来上がれば非常に怖い必
勝パターンとなる。
93年にJリーグが発足し、非常に大きく日本
サッカーは発展を遂げた。プロサッカー選手
を多く育て、経済的にも大きな成長を遂げた。
その成果を見せるためにも、またこれからの
発展のためにも、是非頑張って１勝でも多く
挙げて欲しい。

最後に一つ、日本代表の監督に日本人監督
を期待している。これだけ多くの優秀な日本
人監督がいるので、是非日本人に日本代表を
導いて欲しい。

第25回第2660地区ガバナー杯争奪
軟式野球大会　最終報告
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◆石﨑会長
レジェンド釜本をお迎えして…。

◆青木会員
歯科エックス線認定医試験、奇跡的に
合格しました。ボケ防止を兼ねて次の
ステップの専門医を目指して、もうひ
と頑張りしようと思っています。

◆中堀会員
ニコニコに感謝して。

◆橋本（芳）会員
本社が新しくなりました。近くを通り
ましたらのぞきに寄ってください。

◆新井会員
結婚記念のお花ありがとうございまし
た。金婚式をむかえました。

◆小川会員
梶山会長のビケンテクノ社50周年を祝
して。

◆荻田会員
引越しました。新住所は豊中市です。
河邊さん、梶山さんのお近くになりま
した。

◆堀会員
誕生日と結婚記念日の御祝を頂き、誠
にありがとうございました。

◆西村会員
自宅のバラがキレイに咲きました。

◆瀬川会員
昨日は吹田JC45周年式典に参加してき
ました。関係者の皆様お疲れ様でした。

◆榎原会員
先週のゴルフで腰を痛めてしまいまし
た。みなさん気をつけましょう。
──────────────────
 本日のニコニコ箱 51,000円
 累計のニコニコ箱 1,490,550円

ニコニコ箱 橋本（徹）SAA

まずはワールドカップ開催約1ヶ月前の登
録メンバー発表について。サッカー後進国と
言われてきた時代からめまぐるしい成長を見
せ、今や世界の強豪クラブにも在籍するまで
になった日本人選手達。そのメンバーを選考
するフロントにも大きなプレッシャーと苦悩
があったと思う。選考の中心となるザッケロー
ニ監督の方針は、３点とられても４点とって
勝つという攻撃重視の考え方である。昨今の
日本代表は決定力不足が叫ばれ続けてきた中
での監督の選考と言えるだろう。しかし、その
選考や監督としての采配にいくつかひっかか
る点がある。
ひとつは、守備面の不安が残る。この大会に
向けチーム作りをしてきたザックジャパンの
守備の中核を担って来た吉田、内田、長谷部が
ケガをしてしまったという事である。それに
より、各所属チームでの出場も無くなってし
まい、選手にとって重要な試合感が無くなっ
てしまうという事である。そのメンバーを１ヶ
月後に控えた本大会の登録メンバーに選考す
る不安がある。逆に言えば、それに代わる選手
の不在という選手層の薄さというのも心配で
ある。また、世界の強豪国と対戦するには基本
的なサイズの問題もある。大きな得点源とな

卓　　話卓　　話

るセットプレーでは、やはりサイズやパワー
が物を言う部分もある。それに対しての不安
も否めない。サプライズと言った意味では、闘
莉王や中澤の空中戦の強さというのもあって
良かったのでは無いだろうか。

次は、主に攻撃選手のポジションの采配面
である。やはり鍵となるのは本田。海外でも結
果を残し、技術面にもフィジカル面でも定評
のある本田を中心に攻めることになるが、そ
の攻撃の中心となる本田を中盤に置くフォー
メーションにもったいなさを感じる。確かに
ボールをキープする時間が増え、パスはつな
がるが、肝心のシュートまでたどり着けるか
が問題である。逆に中盤でのパスカットはカ
ウンターを仕掛けられピンチを招いてしまう。
それよりも当り負けしない本田をよりゴール
に近いセンターフォワードに置き、前線で攻
撃の起点を作り、そこから香川や柿谷といっ
た技術のある選手が攻撃に加わり、厚みのあ
る攻撃をするべきだと思う。

世界の国々に対して日本が勝つためには、
組織力と必勝の型ではないかと思う。個々の
力ではやはりまだ世界には及んでいない。そ
の相手にゴールを守り抜くには、相手に自由
なスペースを与えず徹底したDFを組織的にす
る必要がある。それをするだけの力が日本代
表にはあり、その原動力は日本人としての協

釜本 邦茂 様　　
石﨑会長ゲスト

「ブラジルワールドカップに向けて」

元日本代表釜本邦茂氏に、来月に開催さ
れるワールドカップについて、メンバー
の構成や勝敗の行方など、思う所を忌憚
なく述べて頂きました。

調性が挙げられる。また強敵を相手に守備を
する場合は、自陣ゴールに向かって行く相手
を追いかけるのではなく、自陣ゴールを背にし、
相手を迎え撃つ守備をしなければならない。
点を取る為には選手の特徴を活かした日本独
自の型が大事なのだと感じる。46年前、選手
として銅メダルを獲得した当時にはそれが
あったため得点し、勝ち進む事が出来た。誰が
パスを出し、誰が点を取るのかという事を共
通理解していなければいけない。当時の試合
を見ればわかるが、技術や戦術のレベルは遥
かに上がっている。しかし、どれだけパスやド
リブルが上手くても、最終目標はあくまでも
ゴールである。そのゴールを奪う為に、誰がド
リブルで切り込み、チャンスにつながるパス
やセンタリングを出し、そしてしっかり決め
るのかという型が出来上がれば非常に怖い必
勝パターンとなる。
93年にJリーグが発足し、非常に大きく日本
サッカーは発展を遂げた。プロサッカー選手
を多く育て、経済的にも大きな成長を遂げた。
その成果を見せるためにも、またこれからの
発展のためにも、是非頑張って１勝でも多く
挙げて欲しい。

最後に一つ、日本代表の監督に日本人監督
を期待している。これだけ多くの優秀な日本
人監督がいるので、是非日本人に日本代表を
導いて欲しい。
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